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～結果を出すのは誰！？～

　ついにあなたにもやってきました。受

験という名の嵐……いつになったら終わ

るんだろう。何のために勉強してるんだ

ろぅ？ なんで神様はこんな試練を与える

んだろぅ。

　苦しいからって、受験勉強を終わらせる

ために勉強してるうちは、神様は答なんか

くれないよ。自分にウソつかないで、ネー

ムバリューなんかにこだわらないで、色ん

な道を考えてみて。そうすれば、絶対に相

応しい道に導いてくれるから。勉強が楽し

くなったら、それは自分が強くなった証拠。

何のために大学へ行くの？　って思うよ

ね。その答を見つけるのは自分。どんなに

頑張っても、結果が出ないときだってある

よ。私も、すごく苦しかった。第一志望の大

学に落ちた時、涙が止まらなくて、ホラー

映画も全然恐くなかったもん。人生で一番

苦しかった。

　そんな思いしてほしくなぃから、あなたに

言いたい。今ならまだ間に合うから！

残りの毎日に自分の精一杯を出し

切って！ 頑張れ受験生！
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＞＞＞＞＞  8.29　三鷹

ただいま急ピッチで作成中です。昨年リニューア
ルした教会手帳に皆さんのご意見を反映させて、よ
り使いやすくなります。ご期待下さい !!

第 4回全国教職研修会

 �

クリスチャンのライフカレンダー⑥

バイブル
メッセージ

　「るうてる法人会連

合」が発足して４年、5

回目を数える。今回は

「困難な今にあって、あ

らためてミッション

を問う」というテーマで、ルーテル学院大学のトリ

ニティホールを会場に行われた。

　基調講演は関正勝氏（聖公会神学院校長）によっ

て行われ、「科学技術文明時代におけるいのちの育

み」という副題のもとに、現代の価値観の分析がな

され、「命」に対する神学的洞察をいた

だいた。

　引き続き行われたパネルディスカッ

ションでは、教会・学校教育・幼保・

福祉という現場から具体的発言をいた

だき、ミッションを表明し実現するこ

との困難を相互に理解した。その後、各

　8 月 29 日～ 30 日、東京三鷹 ・ ルーテル学院大学にて、るうてる法人会

連合総会が行われ、その報告をいただきました。

法人会、委員会からの報告が行われ、2日目には分

科会で相互理解がはかられた。

　最後の全体協議において、「ルーテルグループ」

の一員であることを強く意識し、決議がなされた。

殊に今回の総会において、奨学金制度の実施に目

処がついたことは、「法人会連合」の具現化とし

て喜ばしいことである。また、「教会推薦理事に関

する基準」も協議され、教育や福祉の現場が宣教

の場として再認識された。今後も各法人会におい

て更に検討され、批准に向けて努力されることが

望まれる。期間中開催された総会においてその他

いくつかの決議と要望がなされたが、今後も福音

宣教の立場におい

て協力し合うこと

が確認され、次回は

2007 年８月 28 日～

29 日に熊本を会場

に行うこととし、総

会は終了した。

　９月４日～６日、晴海グランドホテルにおいて、15

名の教職が参加して、第４回全国教職研修会が開催さ

れた。今回は、長老の先生方が主な対象者であったの

で、研修の内容を少し変更した。

 説教演習と牧会事例研究の時間を短縮して、鈴木浩

先生が「神学教育の現状と課題」について、山之内正

俊先生が「引退」について発題された。協議の結果、引

退に関するオリエンテーションが必要である、とい

う結論に至った。また、石居基夫先生は、「監督の職務」

に関するアメリカのルーテル教会と聖公会との対話

について紹介された。

 堀肇先生が牧会事例研究の講師を担当してくださ

り、伊藤早奈牧師・朝比奈晴朗牧師・白髭義牧師が報

告した事例について話し合った。また、大和淳先生が

説教演習の講師を担当してくださり、宮澤真理子牧

師・栗原茂牧師の釈義と説教について話し合った。

 視点を変えることは非常に大切である、と考えるの

で、今年もビジネス講習を実施した。「顧客満足度」に

関する山口博三先生（SMBCコンサルティング）の講義

を伺い、教会のマネージメントについて話し合った。

参加者の声

　「私たちのグループは最年長
でしたが、若手（昨年、一昨年と
参加できなかった教職）も交
ざっていたので、世代を超えて
分かち合いができてよかった
と思います。引退後のことが
関心事であるので、引退するた

＞＞＞＞＞  9.4　晴海

11 月
発売予定

※画像は開発中のものです。
　実際の色とは異なります。

教会手帳 

めのこと（年金等）について事務局側から聞くことが
できてよかったと感じています。また、最年長につい
ては引退するにあたってのオリエンテーションをし
てもらえるといいと思いました」。

 「引退後について学ぶ機会が与えられ、具体的なイ
メージを持つことができました。説教演習では、普
段指導されることがないので、参加された諸先生
方から釈義の方法や教会の状態を見ながらの対応
法などのご指摘を受け、発想が豊かにされたよう
に思いました。シニアコンサルタントの方からは、
顧客の満足度について学ぶことができました。ビ
ジネス用語で語られましたが、それを教会の言葉
に解釈しなおして、伝道牧会に生かしたいと思い
ました。

その他気づいた点をあげますと、会
場が普段と違って新鮮でよかったので
すが、車椅子での参加者への配慮がな
かったのが残念でした。エレベーター
や食事の席など、様々な面でそのこと
を強く感じました」。

心の旅を
見つめて 

2007年 
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Q: 人生において何が第一の関心となるべきで
しょうか？

A:第一の関心は救われるという事です。
（小教理問答解説より）

　最近のコラムで「罪」について目を向けました

が、今回は罪からの解放について見てみましょ

う。クリスチャンの体験を表現するために「救

い」という言葉を使いますが何故その言葉を使

うのでしょうか。「あなたは救われていますか」

と聞かれる事がありますが私達の体験を説明す

る際、より意味のある言葉を見出す事ができな

いでしょうか。

恵みと信仰のダイナミックな動き

　私達の霊的体験には二つの柱があります。恵

みは神の善の表れであり、信仰はその善を受け

であり、神の絶えず現臨する恵みを感じます。私

はこの大きな暖かい抱擁を享受するだけでよい

のです。

　神の恵み―愛と、保護 ? は、私が毎週泳いで

いるプールの暖かい水のようです。私を快適に

浮かせてくれます。一方神の裁きは、体を打ち

付けるプールサイドのようなものです。心地よ

い浮力も不快な打ち身も、泳ぎ続ける際には不

可欠です。

　神の恵みは、喜びと痛み、あわれみと裁き等さ

まざまな対照的な方法で働きかけてきます。喜

びがなければ人生は憂鬱なものでありますし、痛

みなしには抑制が効きません。光と陰の神の業

は私達が成熟し成長する上で等しく必要なもの

なのです。

（翻訳：上村敏文）

取る事をいいます。恵みは私達の外にある無条

件の愛であり、信仰は私達の中にある希望、勇気

等を表しています。

　ルーテルでは客観的な恵みを強調しすぎ、ま

た他のある教派は主観を強調しすぎているよう

に思えます。私達の人生の中には恵みと信仰の

霊的な動きがあります。この二つの動きは「救

い」を表しています。恵みは客観的、神学的柱で

あり、信仰は主観的、心理学的柱に対する言葉な

のです。恵みは「神は愛である」と言い、信仰は

「私は神の愛の前において開かれている」と語る

のです。

恵みの多様な色

　神の恵みの素晴らしい世界は巨大な気球の中、

上下、周囲へと膨張し私の体を静かに沈み込むか

のように押し込んで行きます。何と驚くべき事

求道者の旅
A SEEKER’S JOURNAL

*「求道者の旅」より抜粋 ケネス･ J・デール
ルーテル学院大学名誉教授
引退宣教師

第 19 回

アメージング・グレース
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１．　太平洋戦争の敗戦の日であり、平和を祈念すべき 8 月 15 日に小泉首相が、多くの国民と近隣諸国の憂

慮や反対を押し切って、靖国神社に参拝しました。日本キリスト教協議会（NCC）は、政教分離を定めた憲法

違反であり侵略戦争と植民地化への反省に反するとの立場から抗議声明を発しました。わたしたちもそ

の趣旨に全面的に同意する旨を、公に意思表明します。それはなにより平和創造をキリスト教会の大切な

使命だと信じるからです。

２．　そもそも靖国神社で「英霊」と呼ばれ「祭神」として祀られ「慰霊と顕彰」をされている 240 万余の戦没

者の大半は、「赤紙」一枚で徴兵されて戦場へ送られ、生きて帰ってくることのできなかった人々です。し

かもその内の 100 万余は餓死であったと伝えられています。遺骨未収集者も 100 万人に及びます。それば

かりか、国内で 300 万人、日本軍が侵略したアジア諸国で 2000 万人という膨大な数の犠牲者を出しまし

た。戦後 61 年を経た今もその傷跡はアジアの人々の心に深く残っているのです。

　そのような戦争犠牲者たちがもっとも願っていることは、あの戦争はあってはならなかった、してはな

らなかった戦争だと日本と日本人が自ら総括し、反省し、その上で平和国家を形成し、相手国およびその国

民との間に真の和解と信頼の関係を築くことです。

　靖国神社は、戦前戦中には軍国主義の精神的支柱でありました。さらには、付設の遊就館の展示が示す

ように、今日もなおあの戦争を積極的に「肯定」し「美化」しているのです。そのような歴史観をもつ靖国

神社に日本国の行政の最高責任者であり国家を代表する首相が、たとえ「私的」と強弁しても、政権公約の

実行として参拝することは、国内外の戦争犠牲者の思いに反することと考え、強く反対します。

３．　わたしたちは、この世界に正義と平和が実現することこそ聖書の神が願われていることだと信じてい

ます。イエス・キリストは隔ての壁を取り壊された平和の主です。わたしたちの教会は、かつてあの戦争

を防ぐのに力が無かっただけでなく、国家総力戦の中で戦争遂行に加担してしまう罪を犯したことを神

と人々の前に懺悔しました。2006 年 5 月の教会総会は、武力による紛争解決を放棄することを定めた憲法

９条の改悪に反対し、「『日本国憲法』前文および第９条の改定に反対する声明」を決議しました。わたした

ちは、今日この世界での平和創造のために祈り、学び、その働きに参加する決意を新たにします。戦争の愚

かさと悲劇とを繰り返さないために、そして真の平和と和解を造り出すために、世界のキリスト者たちと

手を携えまた平和を愛する人々と思いを一つにして、全力を尽くすことを教会の内外に表明します。

2006 年 9 月 7 日

日本福音ルーテル教会信仰と職制委員会　委員長 江藤直純

2006 年 10 月 15 日 第三種郵便物認可３

文　賀来周一

【聖書研究】

詩編を味わう
老いの日にも見放さず7

　「LAOS講座」全９

巻が刊行されて、

早くも半年になろ

うとしています。

このテキストを

用いての学習会が

全国の教会で活発

に行われ、各地で

良い実を結びつつあります。また、「でき

れば執筆者の先生から直接講義を受けた

い！」という声が多く寄せられています。

　それにお応えして、いよいよこの秋から

「LAOS執筆者による公開講座」が始まりま

す。是非ご参加ください。

　また、この講座は同時にビデオ収録もさ

れて今後インターネット上の「ＪＥＬＣ

テレビ（http://www.jelc.TV/）」を通して

広く全国の皆様にお届けできる予定です。

現在、信徒説教者養成プログラムが各教区

で進行中ですが、この講座放送を用いて

の養成カリキュラム作りも考えられます。

いろいろな場面できっと有益に用いられ

ることでしょう。

　今後の動きにご注目ください！

P2（信徒部門）委員長　斉藤末理子

首相の靖国神社参拝に反対し、教会の平和創造への決意を明らかにする声明
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日本福音ルーテル教会では、信仰と職制委員会により、次の声明が内外に向けて発表されました。
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　おまたせしました！第13回全国伝道セミナー

の案内です。

　第13回の会場は「ひろしま」です！なんと世界

遺産の宮島が会場です。テーマは「いやし」。私た

ちはこの「いやし」を様々なことを通して体験し、

参加者も癒される、をモットーに準備をします。

場所もよし、施設もよし、内容は飛びっきりによし

です。こどもたちには水族館も用意しています。

良いことづくめのセミナーを企画しています。

斌称ぅRPPW怖U詐S斌とU斌O措精ぅ謙鳩質累雛譲る莫ｙ雛れ

アそズぅるＩさｂれO準奇冒ぅR量へ亳悩ほ

　詳しい申し込みなどは後日各教会へチラシを送ります。観光もできるセ

ミナー。語り合い、学びあい、癒され、そして元気をいただくセミナーにぜ

ひ「きんさい！ひろしま」。

JELA-JELC 共同プログラム
■■■■■インド・ワークキャンプＩＷＣ2007募集要項■■■■■

第3回インド・ワークキャンプの参加者を募集中です。

詳細は次のウェブページに載っています。http://www.jelc.or.jp/rentai
各教会にも案内と申し込み書をお送りしています。
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紙面の都合上、すべてを掲載することができま
せんでした。来年のキャンプは、2007 年 7 月 24
日（火）～ 8 月 7 日（火）の期間で、アメリカ・
アイオワ州にて。応募締め切りは、2007 年 1 月
末日。問い合わせは JELA・森川氏まで
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